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問題も解決の糸口は見えていません。為替も

先が読めませんし、台湾もどうなるか、事業者

の方々は労働環境問題もクリアしていかなくて

はいけません。世界中の出来事が無関係であ

るはずはありませんが、必要以上に特にネガ

ティブなムードに惑わされず、一歩一歩前に進

んでいくことが大事な年になるであろうと考えて

います。 

 瓊林会福岡支部の活動も、２０２４年は引き

続き皆様のお力をお借りしながら着実に前に進

んでいきます。従来からの活動をしっかりと着実

に行うことはもちろんですが、次世代またその次

の世代を見据えて若い世代の方々とのつながり

を大事にしていきたいと考えております。 

 世代ごとに人付き合いの考え方には変化があ

りますが、コロナ禍で人と会えないことでのストレ

スを抱えていたのは、社会人なりたての若い世

代だともいわれます。そんな若い世代が参加し

やすい活動としていくことで、瓊林会組織の活

性化と会員の充実度向上を図っていく所存で

す。 

 最後に、２０２４年が皆様にとって明るく希望に

満ちた一年となることを祈念いたします。本年も

どうぞよろしくお願いいたします。 

 新年明けましてお

めでとうございます。

２０２４年のスタートに

あたり、ご挨拶させて

いただきます。 

 私は昨年、新任支

部長としてよちよち歩

きでスタートいたしま

したが、皆さまのおか

げでこれまでコロナ禍

でしばらく中止していました各種イベントも無事

に開催出来始めています。集まった方々の表

情を拝見させていただくと、感染対策はそれぞ

れですが、皆やはり待ち望んでいたんだな、とい

うことがよくわかります。仕事関係でも「４年ぶり

開催」という枕詞がついたパーティーやゴルフコ

ンペが目白押しで、２０２３年は人と会える、人

が集まれる喜びを改めて実感できた一年であっ

たと思います。 

 ２０２４年は、コロナ禍からの回復が見えてきた

社会・経済を改めて成長路線に乗せる年であ

り、予兆が見えてきたと思われるデフレの歯止

め、賃金アップによる景気好循環を本格的な

流れにするための大事な、またこれまで以上に

前向きな意識が重要な年になります。 

 地球温暖化も、ウクライナ問題も、パレスチナ
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 第２８回三経会（ゴルフ会） 
      長大、惜しくも準優勝に              

 第２８回三経会（長崎大学、大分大学、山口大

学の３校によるゴルフの対抗戦）が昨年１０月１９日

に名門ザ・クラシックゴルフ倶楽部で開催されまし

た。コロナ禍も終息の兆しが見えてきて、安心しての

開催となりました。 

 昨年（２０２２年）は、団体戦では長崎大学が優勝

し３連覇を達成しましたが、表彰式もなく校歌を歌う

こともできず、残念な思いをしました。 

 今回は、当校としては是非４連覇を達成しようと

頑張りましたが、残念ながら準優勝となりました。優

勝は山口大学、準優勝は長崎大学、３位が大分大

学でした。 

 個人戦では長崎大学の野口誠司氏（学３４）が優

勝、３位が森岡明博氏（学４１）、４位・真弓喜代幸

氏（学１２）と上位に入賞し、

大健闘されました。 

 今回の参加者は山口大

学１６名、長崎大学１５名、

大分大学１４名でした。勝

利の方程式は参加者数と

言われていますが、微妙に

効果があったようです。 

 最高齢者は当校の飯田

秀利氏（学９）で上位に入

賞され、活躍頂きました。 

  

 次回の第２９回大会は２０２４年（令和６年）

１０月１７日（木）、ザ・クラシックゴルフ倶楽部

です。長崎大学が幹事校となりますので、頑

張って優勝を勝ち取りたいと考えています。

奮ってご参加のほどよろしくお願いします。 

 ＜ 三経会幹事 山口新太郎（学１９） ＞ 

 

 

 

 



  瓊林会本部をはじめ福岡支部、久留米支

部、大牟田支部の主催による広域懇親会は、

昨年１０月１４日（土）、福岡市博多区のアサヒ

ビール園で、４年ぶりに開催されました。 

 同日行われた本部理事会参加者も合流し、

４９名の参加による懇親会となりました。 飛永

雅之・久留米支部長の

司会のもと、藤善匡・福

岡支部長の歓迎のあい

さつと喜多村円会長のあ

いさつの後、高堤重人専

務理事の乾杯の音頭で

懇親会に入りました。 

 今回は、アサヒビール園での最後の懇親会で

したが、なごやかな雰囲気で交流の時間が経過

しました。最後は、恒例の佐賀支部の糸山幸久

君（学３３）の音頭で、校歌『暁星淡く』を声高ら

かに合唱し、堺蔵次・大牟田支部長による締め

の言葉があり、一本締めで終了しました。 

Page 3 ２０２４（令和６）年１月１日   第５５号 

 昨年１１月２２日（水）、福岡市中央区で瓊

林会福岡支部の常任幹事会を開催し、下記

の項目などについて検討しました。 

            記 

１，広域懇親会、三経会（ゴルフ）の報告 

＊広域懇親会 

  １０月１４日、アサヒビール園で開催。 

  ４９名の参加（喜多村会長ほか本部６名、 

  福岡支部３２名、佐賀支部１名、久留米 

  支部７名、大牟田支部３名）。 

＊第２８回三経会 

  １０月１９日、ザ・クラシックゴルフ倶楽部で 

  開催（２ページ記載の通り）  

  ２０２４年は１０月１７日（木）ザ・クラシックゴ 

  ルフ倶楽部で。 

２，令和６（２０２４）年の新年会について 

  （４ページ記載の通り） 

３，その他 

 コロナ禍のため４年ぶり開催の新年会、若手の 

 会は合同開催とする。  

      昨年１１月に常任幹事会 

  ４年ぶりに広域懇親会を開催 

    アサヒビール園では最後の集いに 
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編集後記 
★皆さんからの投稿を期待しています。内容は、俳

句、短歌、エッセイ、雑感、その他報告など、何で

も結構です。写真がある場合は、同封ください。 

★原稿の送り先は、 

 事務局の坂東仁朗か、編集委員の浜田一雄（〒

815-0075 福岡市南区長丘2－20－1－313）ま

で。よろしくお願いします。          

 令和６（２０２４）年の八日会（新年会） 

 

  若手たくさん集まれ新年の集い 

       １月２４日、天神テルラで 

 あけましておめでとうございます。会員諸氏におかれましては益々ご清栄のこととお

喜び申し上げます。昨年は、４年ぶりの瓊林会福岡支部総会を開催することができま

した。コロナ禍の３年間行われませんでした新年会・若手の会を下記の通り開催する

ことにいたしました。（若手たくさん集まれ新年の集い） 

 皆さま、お誘いあわせのうえ多数ご参加ください。 

 なお、準備の都合もありますので、お手数ですが、１月１２日（金）までに出席のご連

絡を事務局（坂東）までお願いいたします。（電話、ファックス、メール、ハガキ） 

 

記 

 

日 時 ： 令和６年（２０２４）１月２４日（水） １８時３０分～２０時３０分 

場 所 ： 天神テルラ４階 「テルラホール」 

        福岡市中央区渡辺通５－２５－１８ 

         （国体道路沿い 博多大丸斜め前・天神１丁目バス停前 

          地下鉄南天神駅６番出口そば）  

        ☎ フリーダイヤル ０１２０－８９３－４４４ 

会 費 ： ３，０００円 

        今回は、福岡支部・本部補助により格安の個人負担となりますので、 

        誘いあわせのうえ是非ご参加下さい（当日はビンゴゲームも予定してい 

        ます）。 

        なお、出席のご連絡及びご不明の点等のお問い合わせは、下欄の事務 

        局までお願いいたします。   

  


